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◎ 日  時：2023年 2月 17日 (金）14時 40分～17時 00分（ﾌﾞﾚｲｸｱｳﾄﾙｰﾑ～17時 30分） 

◎ 場  所：リモート開催（Zoom） 

◎ 出席者：22名 (企業･団体会員 13名、個人会員 9名、他 0名)  

１．開会挨拶・トピックス紹介、他 

14：40～15：00 企画運営委員会 

⚫ ブレイクアウトルームについて 

⚫ 法人会員の個人管理について、他 

 

２．講義「安全工学基礎講座 第 10回(最終回) 安全作業システムの原理と 
その論理的構造－論文輪講」 

 
15：00～16：00 企画運営委員         福田 隆文 氏 

概要 

   インターロックによる安全構築を論じている基礎的な論文を紹介します。論理式による展開も

大事ですが、一方が停止していることを確認して他方が動くことができる、という構造につい

て説明があった。 

この考え方は、制御方式や存在検知システムが新しいものであっても、通用する基本でるこ

とが強調された。 

この論文は https://www.jstage.jst.go.jp/article/ieejias1987/107/9/107_9_1092/_pdf 

で公開されているので、各自入手して読んでほしいとの発言があった。 

 

３．自己紹介「自身の役割りと昨年の反省と本年の抱負」 

16：00～17：00 月例会参加者 全員 

概要 

   役割りで１枚、反省と抱負で１枚のプレゼンを用い、一人３～５分ほどの時間で自己紹介。 

 

課題を議論する場合や個別に相談する場合には、ブレークアウトルームを自由に利用していた

だく。 

４．その他 

・次回第 354回月例会は、3月 17日（金）13時 00分～16時 30分にリモートで開催予定。 

 

月例会説明資料 ： ホームページ内の会員専用ページにて掲載 

 

以 上 
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